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昭
和
30
年
代
後
半
か
ら
昭
和
40

年
代
前
半
の
七
ヶ
宿
町
の
旧
宿
場

の
町
並
み
と
、
そ
こ
に
暮
ら
す

人
々
の
生
活
を
記
録
し
た
写
真
を

展
示
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　

　
ま
た
、
展
示
写
真
の
解
説
と
昭

和
11
年
に
撮
影
さ
れ
た
映
像
を
視

聴
で
き
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
も

開
催
し
ま
す
の
で
、
水
と
歴
史
の

館
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
春
の
特
別
展
】

●
期　
間　

　
６
月
24
日
ま
で

●
内　
容

　
１
９
６
０
年
代
の
七
ヶ
宿

　
矢
田
金
一
郎
写
真
展

【
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
】

●
日　
時　

　
５
月
18
日（
金
）

　
午
後
１
時
30
分
～

　
午
後
２
時
30
分

●
内　
容　

　

�

展
示
写
真
の
解
説
と「
雪
の
湯

原
」82
年
前
の
映
像
の
試
写
会

●
お
問
い
合
わ
せ　

　
水
と
歴
史
の
館　

　
☎（
３
７
）２
７
３
９

　
体
に
や
さ
し
い
健
康
体
操
で
楽

し
く
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。
健

康
な
体
を
つ
く
り
た
い
方
や
疲
れ

を
と
り
た
い
方
、
適
度
に
運
動
を

し
て
み
た
い
方
に
お
勧
め
の
講
座

で
す
。

●
日　
時

　
５
月
18
日（
金
）

　
午
前
10
時
～
正
午

●
場　
所

　
活
性
化
セ
ン
タ
ー

●
持
ち
物　

　
バ
ス
タ
オ
ル

●
対　
象　

　

�

成
人
女
性
で
町
民
ま
た
は
町
内

の
事
業
所
に
勤
務
の
方

●
申　
込　

　

�

５
月
14
日（
月
）ま
で
公
民
館
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
日　
時

　
５
月
25
日（
金
）

　
午
後
３
時
～
午
後
４
時

●
場　
所　

　
関
保
育
所

●
対　
象　

　
未
就
学
児
を
持
つ
保
護
者

●
場　
所

　
活
性
化
セ
ン
タ
ー

●
内　
容　

　

�

健
康
や
生
活
に
関
す
る
講
演
会

等
●
申　
込　

　

�

５
月
30
日（
水
）ま
で
公
民
館
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
未
就
学
児
を
持
つ
保
護
者
同
士

の
交
流
会
を
毎
月
１
回
実
施
し
ま

す
。
気
軽
に
学
ん
で
楽
し
み
た
い

と
思
う
方
に
お
勧
め
で
す
。
お
申

し
込
み
は
不
要
で
す
の
で
ぜ
ひ
保

育
所
に
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

【
豊
齢
者
大
学
開
講
式
】

　
１
０
０
歳
を
目
指
し
、
元
気
に

過
ご
す
こ
と
を
テ
ー
マ
に
楽
し
い

学
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
ほ

か
に
ク
ラ
ブ
活
動
も
あ
り
ま
す
の

で
、
笑
い
、
歌
い
、
語
ら
い
、
ふ

れ
あ
い
の
場
の
大
学
へ
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

●
日　
時

　
６
月
７
日（
木
）午
前
10
時
～

　

４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た「
こ・

ら
っ
し
ぇ
」で
は
、
こ
れ
ま
で
の

公
民
館
図
書
に
加
え
、
新
し
い
本

や
雑
誌
が
配
置
さ
れ
ま
し
た
。
絵

本
や
児
童
書
を
多
く
揃
え
て
い
る

ほ
か
、
大
人
向
け
の
実
用
本
、
園

芸
や
料
理
、
子
育
て
、
趣
味
な
ど

約
２
０
０
０
冊
の
本
が
並
び
、
約

20
種
類
の
雑
誌
も
あ
り
ま
す
。　

　
ま
た
、
読
書
ス
ペ
ー
ス
も
あ
り
、

ゆ
っ
た
り
と
読
書
や
学
習
が
で
き

る
な
ど
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽

し
め
る
場
所
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
町
民
の
方
や
利
用
者
の

方
と
の
意
見
交
換
を
通
し
て
、
本

を
充
実
さ
せ
て
い
く
予
定
で
す
。

ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

水
と
歴
史
の
館
か
ら

豊
齢
者
大
学
受
講
生
募
集

女
性
講
座
「
自じ

彊き
ょ
う

術じ
ゅ
つ

」

家
庭
教
育
支
援
講
座

「
ぽ
っ
ぽ
ク
ラ
ブ
」

Book&Cafe 

こ・ら
っ
し
ぇ

図

書

館

案

内

Japanese sakura
Last year spring I went to Thailand with 
my friends, so this year I had the chance to 
experience sakura season for the first time. I 
traveled to many areas in Tohoku to see as 
much of the sakura as I could. I saw Miharu 
Takizakura and Hanamiyama in Fukushima, 
Ogawara sakura festival, Shiroishi castle, 
Zaimokuiwa Park and Shichikashuku dam 
park.

In Japanese culture the sakura trees 
represent the beauty and fragility of life, 
reminding us that although life can be short 
and vulnerable to many tragedies, our time 
on this Earth is just as amazing and beautiful 
as the sakura flower. I believe this is true 
as this short period of my time in Japan has 
been one of the most beautiful experiences 
of my life.

I find the timing of sakura with the changes 
in the lives of students and workers in Japan 
also carries a special significance as it may 
also represent new beginnings and reminder 
to enjoy your life no matter where the 
journey takes you. With that said, I hope my 
colleagues and students who have progressed 
to chapters of their lives have enjoy it to the 
fullest!

In the picture I have added this month you 
can see myself and many of my ALT friends 
from all over Miyagi enjoying the sakura 
festival in Ogawara. 

ジイ
ソ の
おはなし
ンェ 日本の桜

　昨年の春、私は友達とタイに行っていたた
め、今年初めて日本の桜の季節を体験するこ
とができました。福島の三春滝桜や花見山、
大河原の一目千本桜、白石城、材木岩公園、
七ヶ宿ダム公園など、桜を見るために東北の
多くの場所を訪れました。

　日本の文化では、桜は人生の美しさと儚さ
を表しています。人生は山あり谷ありで苦し
いものでもあります。しかし、私たちに与え
られた時間は桜の花と同じくらい美しく、素
晴らしいものであることを気付かせてくれま
す。日本での生活が、私の人生の中で最も素
晴らしい経験の一つになっていることからも、
その通りだと感じています。

　日本の子ども達や働いている方々の新生活
が始まるこの桜の季節は、とても重要な意味
をもっています。桜は新たな始まりを表すだ
けでなく、皆さんがどんな道に進んでも、生
活に楽しみを見いだすきっかけとなってくれ
ます。そのため、私は友人や新生活を迎える
子ども達に、桜を満喫してほしいと思ってい
ます。

　今月の写真は、大河原の桜祭りを楽しんで
いる私と宮城県各地のALTの友人です。


